
在京花巻人会 理事会議事録 

令和 7 年 3 月 22 日（土） 

出席者： 瀬川（会⾧）、畠山真（次期会⾧）、高橋良光（副会⾧）、多田（理事）、梅津（理事）、菊池

（理事）、伊藤（理事）、須藤（理事）、板垣（理事）、高橋勉（理事）、佐々木哲男（理事）、佐々木健一

（理事）、鎌田（理事） オブザーバー： 畠山秀、望月光雄 

 

第 1 議題 会報の進捗について  

瀬川会⾧より第 1 項の内容についてページごとに説明がある。 2 ページ目の空欄にはカラオケの報告

と桜クルーズの報告が入る予定。 なお、来月の理事会は 4 月 12 日（土）、会報の発送作業は 5 月 16 日

（金）となる。  

途中、オブザーバーの望月光雄さんの紹介があり、ご本人からも、今後当会に協力したいとの挨拶があ

りました。 

 

第 2 議題 新年度の役員の役割分担案について 

 畠山新会⾧より分担案が提示された。 連絡渉外班の名称を事務局とし、表の最終に持っていくこと

とします。 千葉百合子さんは名簿班に括弧で残しつつ、つどい班に追加します。  

会計の佐々木哲男理事は外れるため代替の人選が必要だが、「つどい」後に多田理事の可能性あり。 

事業企画班はベンベロの会を「運営」しないため運営を削除ずる。 

 途中、畠山新会⾧より花巻市からの補助金を受けていることに関連して、市とのつながり、観光協

会等とのつながりの大事さについて説明がある。 

 

第 3 議題 「つどい」の件  

7 月 5 日（土）までのスケジュールから考えると、5 月 16 日（金）の発送日までにチラシの内容、特

にアトラクション等を決めなければならない。 

アトラクションの案としては、多田理事の民謡の師匠である「おもだか秋子」氏に岩手民謡を歌って

いただくこと等を前提として、50,000 円位で依頼するという案が決定し、多田理事が交渉する。 

 司会は多田理事と鎌田理事が担当するという案が取り上げられた。 

 ベンベロのアトラクションについて、須藤理事が他のメンバーに諮り検討する。  

他に、ギター演奏者、スコップ三味線や昭和歌謡をカラオケで皆で歌うなどの案も出された。  

お土産については、花巻から業者に来て頂いてホテルで販売してもらうことについて、梅津理事が関

係者に連絡を取ってみることに決定。他に紅白饅頭の検討案もでる。 

 

第 4 議題 あるこう会について 5 月 10 日の下見の参加者は畠山、梅津、高橋勉の 3 名が行います。 

 日程は 5 月 3１日（土）、鶴見の生麦に決定した。 

 

第 5 議題 4 月のカラオケ会について  

4 月 26 日（土）14 時から神田駅南口のカラオケマックで開催。 現在、会員・非会員合わせて 10 名

位が参加予定となっている。 



第 6 議題 ホームページの更新状況について  

高橋理事よりその後の状況の説明がある。 

 

第 7 議題 新会員・新役員の獲得について  

南高校の同窓会へは瀬川会⾧がアプローチし、梅沢様という方が会員になっていただけることとな

る。 また、東高校では佐々木竜二さんが会員になっていただけそうという報告がある。 

 

その他 

畠山秀氏が瀬川会⾧の最後の理事会ということで、特別参加していただき、ポケットマルシェと花巻人

会との連携について協力を呼びかけました。 

 

備考： 

 来月の理事会は**4 月 12 日（土）。 

 会報の発送作業と理事会は**5 月 16 日（金）。 

 第 29 回歩こう会は**5 月 31 日（土）**午前 9 時 30 分～11 時 30 分に「生麦事件の足跡を辿

る」として実施決定。 

 第 4 回カラオケ会は**4 月 26 日（土）**の昼に神田駅南口で開催することが決定 


